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澁谷憲悟
　　　　質問状　「日精問題を質す」
　平成二年以来、十五年を経過する今回の宗門事件は、すべて貴殿の嫉妬（しっ
と）を淵源とする謀略「Ｃ作戦」から始まったことは明らかであるが、貴殿は本
年年頭、法華講等を前にしての挨拶において、この十五年の貴殿らの所業を「破
邪顕正」とこじつけ、事実を捻じ曲げながら学会批判を繰り返している。
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澁谷憲悟
　貴殿の学会批判は、知性も宗教性も感じられないオカルトまがいの話を中心と
する、感情むき出しの狂乱説法に終始し、当然、教学的にも見るべきものは何も
ない。頭破作七分さながらの貴殿の悩乱説法は今さらながら驚くことではない
が、その中で、〝創価学会が日精に対して罵詈讒謗している〟などと繰り返しつ
つ、〝学会は僧に背いているから謗法である〟と主張している点は見過ごすこと
ができない。




澁谷憲悟
　学会による大石寺十七世・日精法主への批判は、貴殿らが掲げる法主絶対論を
破折して、貴殿らの蒙を啓（ひら）くためのものであり、日興上人が「遺誡置
文」で仰せのとおり、法主も己義を構え謗法を犯すことがあることを示す典型的
な例として指摘してきたのである。これをもって学会は、貴殿が言うごとく〝僧
に背いた〟のではなく、〝法に背く僧を破折した〟のである。




澁谷憲悟
　貴殿の言い振りから見て、貴殿が日精の誤りを認めていないことは明らかであ
るが、もし、これほど明確な日精の謗法が分からないのだとすれば、それは貴殿
の脳中にある唯一の教義といってよい法主絶対論・僧俗差別義の毒に貴殿の精神
が狂わされているからであると忠告する。







澁谷憲悟
　実は、貴殿はこれまでも、日精の弁明に異常な執着を見せてきた。私の知ると
ころでも、平成三年以来、三回にわたり、配下の坊主に書かせた稚拙な論文を
「大日蓮」「大白法」などの機関誌・紙に正式に掲載させている。まさか、それ
らの作文で日精が正しいと証明されたと考えているわけではあるまいと思ってい
たが、今回も懲りずに日精擁護を繰り返しているところを見ると、もはや貴殿に
は、謗法の毒気が余りに深く入りすぎて、正しい判断力が失せ果てている可能性
が大きいと考える。とすれば、今後も日精をめぐる貴殿の愚論が繰り返されるこ
とが予想される。
　それを予め遮するために、日精の謗法、および日精擁護への異常な執着に見ら
れる貴殿の精神的・教学的破綻をめぐって、ここに質問状を起こし、貴殿を糺し
ておきたい。




